サクラに関するあれこれ　

　　　　　　　　　　　　　Ｋ．Ｋｏｄａｍａ
　＊今年の桜（ソメイヨシノ）の開花予想
　　発表　３月　１日
場所　　ウエザーニューズ　　日本気象協会　　
　　　　　開花　　　　満開　　　開花
彦根　　　　４/３　　４/10　　　４/３

京都　　　３/２９　　４/６　　　３/２８

大阪　　　３/３０　　４/７　　　３/２９

神戸　　　３/３１　　４/９　　　３/３０
奈良　　　３/３１　　４/６　　　３/２９
和歌山　　３/２８　　４/４　　　３/２７
＊１～２月の気温は平年並み、この先１ヶ月の気温の予想も平年並みと予想されている。従って
サクラの開花も平年並みとなる見込み。
＊サクラ（バラ科サクラ属）
　・日本での自生は１０種（世界では約１００種）
　・野生種の花弁は５枚
　・自分の花粉では受精しない（自家不和合性）
　・広義には梅も桃も仲間
・・・自生１０種は・・・

・ヤマザクラ群
　ヤマザクラ、オオヤマザクラ、カスミザクラ
　オオシマザクラ
・マメザクラ群
　マメザクラ、タカネザクラ
・チョウジザクラ群　　チョウジザクラ
・カンヒザクラ群　　　カンヒザクラ
・エドヒガン群　　　　エドヒガン
・ミヤマザクラ群　　　ミヤマザクラ
＊「ソメイヨシノ」
　・江戸時代に染井村（現在の東京都豊島区）の植木屋が「吉野桜」として売り出す。
　・奈良・吉野山」の桜と区別するために、明治時代に「染井吉野」と命名。
＊ソメイヨシノのＤＮＡ分析結果・・・。
　従来、ソメイヨシノはエドヒガンを母にオオシマザクラを父とした交雑種とされて来たが・・・
最近のＤＮＡ分析の結果
　エドヒガン　　　　　４７％
　オオシマザクラ　　　３８％
　ヤマザクラ　　　　　１０％
　その他　　　　　　　　５％
であることが分かってきている。
「野生のオオシマザクラにヤマザクラが交配していたのではないか？」とのこと。（オオシマザクラは交雑種を作り易い！）
　従って現在みられる「ソメイヨシノ」の起源は
　・野生のオオシマザクラがヤマザクラと交雑？
　　　　　　　　　☟
　・このオオシマザクラを父に、エドヒガンを母
に交雑？
　　　　　　　☟
　・接ぎ木で増やし全国に広まった。（クーロン）
　＊地球温暖化で開花はどうなるか？
　ソメイヨシノなど統計に残るサクラの開花は年々早くなる傾向が見られている。この原因は地球温暖化の影響で２月、３月の気温の上昇と考えられている。
　ところで、このまま地球温暖化が進み、世界の平均気温が今世紀末に２０世紀末より約２．８℃上昇すると想定すれば、サクラの開花は平均して１ヶ月開花が早まるとの予想がなされている。
　だが「もっと懸念されるのは、花が咲かなくなることかもしれない」という指摘もある。・・・・
（休眠打破には５℃以下の期間がある程度必要）

・伊藤久徳・九州大・名誉教授（気象学）らがソメイヨシノについて分析したところでは、今世紀末に国内の平均気温が２．５～３℃上昇すると、全国４５１地点のうち九州南部などの３０ヶ所は満開にならず、うち５か所は開花もしないとの予測をだされている。
　・・現在のソメイヨシノの開花南限は鹿児島県・種子島であるが北上すると指摘されている。
＊以上は「毎日新聞」２０１７年３月２日
≪科学の森≫より抜粋しました。
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